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1

は
じ
め
に

貿
易
自
由
化
を
旗
印
に
市
場
原
理
主
義
と
際
限
な
き
利
潤
の
極

大
化
を
求
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
・
多
国
籍
企
業
が
、
人
間
の
経

済
、
生
活
、
精
神
と
い
っ
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の「
管
理
」

プ
ル
ー
ト
ラ
ク
シ
ー

を
強
化
し
つ
つ
あ
る
。
金
権
政
治
は
政
府
を
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
政
府
は
多
国
籍
企
業
の
利
潤
追
求
の
露
払
い
に
徹
す
る
こ
と

に
な
り
、
ネ
オ
リ
ベ
�
ネ
オ
コ
ン
の
合
流
に
よ
る
現
代
版
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
国
家
が
形
成
さ
れ
る
。
国
家
と
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て

増
幅
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
大
衆
操
作
的
言
説
は
、
金
権
政

治
シ
ス
テ
ム
の
潤
滑
油
の
役
割
を
担
う
。
食
料
・
農
業
分
野
、
フ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
も
例
外
で
は
な
い
。

他
方
、
世
界
各
地
で
政
治
権
力
も
経
済
力
も
持
た
な
い
大
衆

と
い
う
よ
り
も
、
政
治
的
存
在
と
し
て
の
「
市
民
」
と
呼
ぶ
べ

き
人
々

の
抗
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
デ
モ
等
の
抗
議
行
動

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
実
践
的
な
代
案
（
食
と
農
の
ロ
ー
カ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
を
伴
っ
た
静
か
な
抗
い
で
あ
る
。「
代
案
な
き
抗

議
は
空
虚
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
南
部
メ
キ
シ
コ
の
先
住
民

族
コ
ー
ヒ
ー
協
同
組
合
を
組
織
し
世
界
初
の
国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
認
証
ラ
ベ
ル
を
提
案
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
司
祭
で
あ
っ
た
1

。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
世
界
各
地
で
静
か
に
勃
興
し
つ
つ
あ
る
食

と
農
を
め
ぐ
る
新
し
い
「
市
民
的
」
潮
流
を
概
観
し
、
末
期
的
情

況
に
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
体
制
下
に
お
い
て
も
、
決
し
て

「
脱
政
治
化
」
さ
れ
な
い
食
と
農
の
あ
り
方
を
希
求
す
る
人
々
が

広
汎
に
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
末

期
的
情
況
に
あ
る
日
本
の
食
と
農
（
と
い
う
よ
り
日
本
の
政
治
そ

の
も
の
）、
お
よ
び
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
人
々
の
姿
を
映
し
出
し

再
確
認
す
る
た
め
の
「
鏡
」
に
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

食
と
農
を
め
ぐ
る
新
し
い
潮
流

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
北
米
の
都
市
近
郊
を
中
心
に
後
に
「
シ

ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
食

と
農
の
営
み
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
現
在
で
は
地
域
支
援
型
農
業

（
Ｃ
Ｓ
Ａ
、
後
述
）
だ
け
で
も
北
米
各
地
に
一
万
二
〜
三
千
以
上

食
と
農
を
め
ぐ
る
新
し
い「
市
民
的
」潮
流

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
教
授

北
野
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が
存
在
す
る
と
い
う
。C

ivic
agriculture

を
直
訳
す
れ
ば
「
市

民
農
業
」「
市
民
的
農
業
」
と
な
る
が
、
い
わ
ゆ
る
市
民
菜
園
を

想
起
さ
せ
る
こ
の
直
訳
か
ら
は
こ
の
言
葉
と
実
践
が
意
味
す
る
市

民
に
よ
る
政
治
的
実
践
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
全
く
で
て
こ
な

い
。
そ
も
そ
も
、
こ
こ
で
い
うagriculture

は
食
と
農
に
か
か
わ

る
あ
ら
ゆ
る
営
み
を
包
含
し
て
お
り
「
農
業
」
と
訳
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
片

仮
名
表
記
す
る
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。

端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は

「
よ
り
持
続
可
能
な
農
業
と
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
の
た
め
の
「
新

し
い
形
態
の
農
業
や
食
料
生
産
」
の
こ
と
で
あ
る
2

。
具
体
的
に

は
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
直
売
所
、
地
域
支
援
型
農

業
、
地
元
の
小
規
模
な
食
品
加
工
業
、
都
市
菜
園
、
学
校
菜
園
、

地
元
農
家
と
連
携
を
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
が

取
り
扱
う
農
産
品
の
ほ
と
ん
ど
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
読
者

は
戸
惑
う
に
違
い
な
い
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
直
売

所
は
日
本
に
も
至
る
所
に
あ
る
し
、
産
消
提
携
や
地
場
加
工
を
含

む
六
次
産
業
化
の
取
組
み
は
日
本
の
専
売
特
許
で
は
な
い
か
。
な

ぜ
、
都
市
菜
園
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
「
農
業
」
な
の
か
、
と
。
こ
れ

に
対
す
る
回
答
を
理
解
す
る
に
は
、「
農
業
」
と
い
う
レ
ン
ズ
で

は
な
く
、
資
本
主
義
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
抗
す

る
市
民
社
会
と
い
う
レ
ン
ズ
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。シ

ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
農
務
省
が
所
管
す
る
「
農

業
」
と
は
別
次
元
の
市
民
活
動
で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
に
関
す
る
一
部

の
統
計
を
除
き
、
そ
の
全
貌
を
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
後
述
す
る
ア
フ
リ
カ
、
北
・
中
南
米
、
西
欧
で
勃
興
し
つ

つ
あ
る
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
同
様
で
あ
る
。

3

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
3

ア
メ
リ
カ
農
業
史
を
概
観
し
て
み
た
い
。
百
年
程
前
ま
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
農
村
地
帯
で
は
他
の
国
々
の
そ
れ
と
同
様
、
自
給
自

足
お
よ
び
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
た
地
場
交
易
が
行
わ
れ
て
い

た
。
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
（
後
述
）
が
い
う
と
こ
ろ
の
経
済
の

社
会
へ
の
埋
め
込
み
の
状
態
で
あ
る
。
男
女
間
で
多
少
の
違
い
は

あ
る
に
せ
よ
、
家
庭
内
・
地
域
内
の
仕
事
は
家
族
や
村
人
総
出
で

助
け
合
い
、
農
業
の
み
な
ら
ず
商
工
業
に
至
ま
で
、
特
定
業
種
に

特
化
し
た
就
業
形
態
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
皆
「
百

プ
ル
ー
リ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

姓
」
だ
っ
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
多
就
業
の
状
態
は
無
秩
序
だ
っ
た

訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
化
と
よ
ぶ
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
農
業
・
農
村
の
近
代
化
の
制
度
的
推
進
役
を
果
た

し
た
の
は
、
農
務
省
の
存
在
、
近
代
科
学
と
し
て
の
農
業
諸
科
学

の
発
達
、
土
地
贈
与
大
学
と
農
業
普
及
制
度
で
あ
っ
た
。
周
知
の
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と
お
り
、
一
八
六
二
年
の
モ
リ
ル
法
、
一
九
一
四
年
の
ス
ミ
ス
・

レ
ー
バ
ー
法
に
よ
っ
て
、
土
地
贈
与
大
学
、
近
代
農
業
科
学
研
究

の
場
と
し
て
の
大
学
農
学
部
、
近
代
技
術
の
普
及
制
度
（
協
同
普

及
事
業
）
が
確
立
す
る
。
農
民
の
伝
統
知
、
経
験
則
に
依
拠
し
て

き
た
「
農
」
の
営
み
が
、
合
理
性
、
生
産
量
・
生
産
性
・
利
潤
の

最
大
化
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
視
点
に
規
定
さ
れ
た
土
地
・

労
働
・
資
本
・
経
営
の
四
要
素
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

の
み
成
立
す
る
「
農
業
」
と
い
う
産
業
に
、
世
界
に
先
駆
け
て
転

換
さ
れ
る
素
地
が
出
来
上
が
っ
た
。

こ
の
産
業
化
は
三
つ
の
農
業
革
命
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。
第
一
は
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
ト
ラ
ク
タ
ー
等
農
業
機
械
の

導
入
に
端
を
発
す
る
機
械
化
革
命
で
あ
り
、
一
九
一
〇
年
の
全
米

の
ト
ラ
ク
タ
ー
所
有
率
一
％
未
満
が
四
十
年
後
に
は
九
割
を
伺
う

程
に
な
る
。
こ
の
間
、
農
業
人
口
の
減
少
と
耕
地
面
積
の
拡
大
が

進
行
し
た
。
第
二
の
化
学
革
命
で
は
、
戦
時
中
に
発
達
し
た
化
学

プ
ラ
ン
ト
が
、
戦
後
、
農
業
用
に
転
用
さ
れ
、
化
学
肥
料
、
農
薬

が
広
範
に
発
達
・
普
及
し
た
。
第
三
の
バ
イ
テ
ク
革
命
は
一
九
八

〇
年
代
に
始
ま
り
、
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
今
日
、
遺
伝
子
組

み
換
え
種
子
は
グ
ロ
ー
バ
ル
多
国
籍
企
業
の
巨
大
利
権
の
源
泉
に

な
っ
た
。
こ
の
三
革
命
は
、
複
合
経
営
か
ら
単
一
経
営
へ
の
転
換

（
規
模
拡
大
を
伴
う
）
と
作
目
ご
と
の
産
地
形
成
（
地
理
的
集
中

化
）
を
引
き
起
こ
し
た
。
私
た
ち
は
、
今
日
、
当
然
の
こ
と
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
「
産
地
」
と
い
う
概
念
自
体
が
、
合
理
化
と

そ
れ
を
後
押
し
し
た
政
策
の
産
物
だ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
く
。

農
業
生
産
の
現
場
で
起
き
た
産
業
化
は
、
程
な
く
、
流
通
・
小

売
、
飼
料
、
種
苗
、
農
薬
の
各
産
業
分
野
内
お
よ
び
分
野
間
の
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン（
部
門
内
は
垂
直
型
、
部
門
間
は
水
平
型
）、

さ
ら
に
は
食
糧
援
助
、
開
発
援
助
を
通
じ
た
産
学
官
の
グ
ロ
ー
バ

ル
食
糧
戦
略
に
接
続
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
全
農
場
の
最
上
位
に

は
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
が
君
臨
し
、
伝
統
的
な
家
族
経
営
農
場
は
映
画

や
小
説
の
な
か
の
存
在
と
な
っ
た
。
全
農
場
数
の
一
％
強
の
年
間

販
売
額
百
万
ド
ル
超
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
は
全
販
売
額
の
四
割
強
を

占
め
て
い
る
。
農
業
生
産
地
の
地
理
的
集
中
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
、
テ
キ
サ
ス
、
ア
イ
オ
ワ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

食
品
加
工
業
、
流
通
業
等
に
お
い
て
も
合
併
吸
収
が
進
み
、
全
米

の
食
料
品
売
上
の
六
割
強
を
寡
占
化
す
る
上
位
十
社
が
占
め
る
。

遺
伝
子
か
ら
排
泄
に
至
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
寡
占
化
は
「
回
転

ド
ア
」
と
揶
揄
さ
れ
る
官
民
間
の
人
的
往
来
と
癒
着
に
よ
る
利
権

構
造
を
生
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
利
潤
最
大
化
の
手
段
と
し
て

プ
ル
ー
ト
ラ
ク
シ
ー

の
金
権
政
治
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
確
立
さ
れ
る
。
一
方
、
新

自
由
主
義
、
戦
争
経
済
化
は
進
み
、
貧
困
層
と
格
差
の
拡
大
は
止

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

「
二
重
運
動
論
」
を
唱
え
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
経
済
人
類
学

者
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
（
一
九
八
六
〜
一
九
六
四
）
は
、
市
場

が
際
限
な
く
拡
大
し
人
間
社
会
を
取
り
込
ん
で
い
く
一
方
、
人
間

社
会
の
自
己
防
衛
機
能
に
よ
っ
て
市
場
を
規
制
す
る
運
動
が
発
生
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す
る
と
主
張
す
る
4

。
社
会
の
側
か
ら
の
自
己
防
衛
の
具
体
的
な

発
露
が
、
食
と
農
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

4

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
態
様
5

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
北
米
で
は
「
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
食
と
農
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行

し
て
い
る
。
購
入
層
の
中
心
は
意
識
の
高
い
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
」（
高
学
歴
・
白
人
・
女
性
・
リ
ベ
ラ
ル
、

全
米
の
消
費
者
の
約
四
分
の
一
6

）
で
あ
ろ
う
が
、
低
所
得
層
へ

の
食
料
供
給
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
キ
ッ
チ
ン
の
事
例
も
あ
り
、
消

費
者
個
人
の
食
の
安
心
の
た
め（
利
私
）だ
け
で
な
く
、
社
会
性
、

利
他
性
が
強
い
こ
と
が
特
長
で
あ
る
。

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
提
唱
者
コ
ー
ネ
ル
大
学
農

学
生
命
科
学
部
教
授
・
故
ト
ー
マ
ス
・
ラ
イ
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。「
私
た
ち
が
追
求
す
る
新
し
い
形
の
食
料
生
産
、
加
工
、

プ
レ
イ
ス

流
通
の
あ
り
方
は
、
場
所
と
人
々
と
の
は
っ
き
り
し
た
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
単
に
新
し
い
生
産
技
術
を
束
ね
た
も

の
で
は
な
く
「
市
民
的
」
な
も
の
で
あ
る
7

」。

以
下
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
具
体
的
な
取
組
み
は
、
一
見
、
日
本
で
も
み
ら
れ
る
直
売
所
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
酷
似
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体

は
特
段
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
新
し
さ
に
つ
い
て
は
、
次
項
以
降
で
み
る
と
し
て
、
取

組
み
の
態
様
を
紹
介
す
る
。

⑴

地
域
支
援
型
農
業

地
域
支
援
型
農
業
（C

om
m
unity-Supported

A
griculture,

C
SA

）
は
、
農
家
に
資
金
・
労
力
を
自
ら
提
供
し
、
積
極
的
に
関

わ
り
を
持
と
う
と
す
る
地
域
の
消
費
者
（
会
員
）
と
の
地
産
地
消

型
の
提
携
活
動
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
大
都
市
近
郊
に

展
開
し
始
め
た
Ｃ
Ｓ
Ａ
は
現
在
で
は
、
北
米
に
一
万
数
千
農
場
が

展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
と
は
い
え
な

く
な
っ
て
き
た
。
多
く
は
、
主
要
八
野
菜
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
レ

タ
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ト
マ
ト
、
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
を
作
目
と
す
る
が
、
果
物
、
花
き
、

畜
産
・
酪
農
、
薬
草
の
生
産
を
行
う
も
の
も
あ
る
。
一
般
に
、
会

員
は
農
家
に
営
農
資
金
に
相
当
す
る
金
額
を
作
付
け
シ
ー
ズ
ン
前

に
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
収
穫
期
に
、
会
員
は
収
穫
物
を
定
期
的

に
受
け
取
る
。
援
農
体
験
や
消
費
者
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん

で
あ
る
。
か
つ
て
の
日
本
の
産
直
（
産
消
）
提
携
に
似
た
仕
組
み

だ
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
絶
対
的
な
距
離
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
は
相
対
的
に
近
い
範
囲
で
こ
の
協
働
活
動
が
行
わ

れ
る
。

大
ま
か
に
い
っ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
は
以
下
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、①
農
家
主
体
型
Ｃ
Ｓ
Ａ（Farm

er-directed
C
SA
s

）、

消
費
者
主
体
型
Ｃ
Ｓ
Ａ（C

onsum
er-directed

C
SA
s

）、
農
家

間
連
携
型
Ｃ
Ｓ
Ａ
（Farm

er-coordinated
C
SA
s

）、
農
家
・

��������������������� 食と農をめぐる新しい「市民的」潮流
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消
費
者
協
同
組
合
（Farm

er-consum
er
cooperatives

）
で

あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
な
説
明
は
割
愛
す
る
が
、
①
は
最

も
一
般
的
な
Ｃ
Ｓ
Ａ
で
あ
る
。
②
で
は
消
費
者
が
作
付
計
画
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
。
③
と
④
は
規
模
の
大
き
な
形
態
で
あ
り
、

畜
産
や
酪
農
は
こ
の
形
態
が
多
い
。

⑵

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
伝
統
的
な
販
路
と
し
て
昔
か
ら
存
在
し
た

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発
展
に
よ
り
、
一
旦
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
に
近
い

状
態
（
一
九
七
〇
年
代
で
全
米
で
百
か
所
以
下
）
に
な
っ
た
。
だ

が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
高
ま
り
に

応
じ
て
、
そ
の
数
は
急
増
し
、
少
々
古
い
数
字
だ
が
二
〇
〇
二
年

の
時
点
で
も
全
米
で
既
に
三
千
以
上
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
や
州
政
府
に
よ
る
政
策
の

結
果
と
い
う
よ
り
も
、
小
規
模
農
家
や
地
域
在
住
の
工
芸
家
ら
の

協
働
に
よ
る
営
み
と
し
て
、
自
生
的
に
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
日
本
で
も
、
道
の
駅
や
Ｊ
Ａ
の
建
物
に
併
設
さ
れ
る
形
で
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
多
数
存
在
す
る
が
、
多
く
は
近
代

的
な
鉄
筋
の
建
物
で
、
必
ず
し
も
「
フ
ァ
ー
マ
ー
」
が
実
際
に
販

売
員
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
全
米
で
も
有
数
の
イ
サ
カ
・
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）を
例
に
す
る
と
、

建
物
は
柱
に
ト
タ
ン
屋
根
を
張
っ
た
だ
け
の
「
手
造
り
」
で
地
面

は
土
の
ま
ま
で
あ
る
。
営
業
は
春
〜
秋
で
冬
期
は
休
業
、
土
曜
と

日
曜
の
午
後
だ
け
の
営
業
で
あ
る
。
販
売
員
は
近
隣
三
〇
マ
イ
ル

以
内
に
立
地
す
る
農
家
・
工
芸
家
自
身
で
あ
る
。
名
称
は
同
一
で

も
、
背
後
に
あ
る
価
値
観
は
か
な
り
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
政

策
の
一
環
か
、
既
存
の
仕
組
み
へ
の
抗
い
か
と
い
う
意
味
で
）。

⑶

路
面
直
売
所

巨
大
流
通
資
本
が
席
巻
す
る
ア
メ
リ
カ
に
も
直
売
所
が
存
在
す

る
。
農
家
が
運
営
す
る
直
売
所
と
、
別
の
販
売
者
が
運
営
す
る
直

売
所
が
混
在
す
る
。
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
い
て

は
、
直
売
所
は
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
小
型
版
と
い
う

こ
と
も
で
き
る
。

⑷

レ
ス
ト
ラ
ン
が
支
援
す
る
農
業

レ
ス
ト
ラ
ン
・
料
理
人
と
農
家
の
互
恵
的
な
関
係
に
立
脚
す
る

提
携
形
態
で
、
旬
や
地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
る
料
理
人
と
味
と
品

質
に
こ
だ
わ
る
農
家
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
共
有
す
る
。
地

産
地
消
と
旬
産
旬
消
を
具
現
す
る
提
携
形
態
で
あ
る
。

⑸

市
民
菜
園
・
都
市
菜
園

大
都
市
内
部
に
あ
る
市
民
菜
園
、
屋
上
菜
園
が
、
都
市
貧
困
層

へ
の
食
料
供
給
先
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま

た
、
近
隣
の
都
市
住
民
同
士
の
交
流
・
協
働
の
場
と
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
、
多
文
化
共
生
の
実
践
の
場
と
い
う
「
多

面
的
機
能
」
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
市
民
菜
園
・
都
市
菜
園
に
つ
い
て
は
、
北
米
の
み
な
ら
ず
、

西
欧
、
中
南
米
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
等
全
世
界
で
の
展
開
が

食と農をめぐる新しい「市民的」潮流 ���������������������
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み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ

ー
と
し
て
後
段
で
説
明
す
る
。

⑹

そ
の
他

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
キ
ッ
チ
ン
、
地
元
密
着
型
の
食
品
加
工
業
な

ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
割
愛
す
る
。

5

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
特
徴

⑴

環
境
と
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
持
続
可
能
な
農
業
の
概
念

に
大
き
く
重
な
る
。
こ
こ
で
い
う
持
続
可
能
な
農
業
と
は
「
①
人

間
の
食
料
と
繊
維
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
②
農
業
経
済
を

左
右
す
る
環
境
の
質
と
自
然
資
源
の
基
盤
を
向
上
し
、
③
非
再
生

資
源
を
最
も
効
率
的
に
利
用
し
、
か
つ
資
源
の
生
物
学
的
な
循
環

と
管
理
を
適
切
に
統
合
し
、
④
農
場
経
営
の
経
済
的
自
立
を
持
続

し
、
⑤
こ
れ
ら
に
よ
り
農
民
と
社
会
全
体
の
生
活
の
質
を
高
め

る
、
こ
う
し
た
項
目
を
満
た
し
た
地
域
固
有
の
動
植
物
生
産
の
統

合
シ
ス
テ
ム
8

」
だ
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
持
続
可
能
性
と
は
、

環
境
的
次
元
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
次
元
、
社
会
的
次
元
に
ま
で

及
ぶ
概
念
で
あ
る
。特
に
、国
家
社
会
の
持
続
可
能
性
で
は
な
く
、

地
域
社
会
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
流
域
社
会
レ
ベ
ル
で
の
持
続
可
能
性

が
重
要
と
な
る
。

だ
が
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
持
続
可
能
な
農
業

と
は
同
義
語
で
は
な
い
。
前
者
は
、
生
産
〜
加
工
〜
販
売
〜
消
費

と
い
う
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
面
だ
け
で
な
く
、次
項
で
述
べ
る「
市

民
性
」「
民
主
主
義
」
と
い
っ
た
政
治
的
側
面
も
意
識
し
た
概
念

で
あ
る
。

⑵

市
民
性
と
は
何
か

本
稿
が
い
う
「
市
民
」
と
は
○
○
市
の
住
民
、
す
な
わ
ち
自
治

体
の
住
人
と
し
て
の
「
市
民
」
で
は
な
く
、
国
家
や
市
場
か
ら
自

シ
チ
ズ
ン

覚
的
に
自
律
・
自
立
し
た
存
在
と
し
て
の
「
市
民
」
の
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
実
態
的
に
は
同
一
の
人
々
だ
と
し
て
も
、
概

念
的
に
は
「
市
民
」
イ
コ
ー
ル
「
国
民
」
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
と
い
う
文
脈
で
民
主
主
義
の
原
風
景
と
し
て
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
ア
レ
ク
シ
・
ド
・

ト
ク
ヴ
ィ
ル
（
一
八
〇
五
〜
一
八
五
九
）
が
い
う
「
ア
メ
リ
カ
の

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
自
律
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
人
々
の
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、

道
徳
的
な
個
人
が
水
平
的
か
つ
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
状
態

で
あ
り
場
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
と
は
、
単
な
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ

ル
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
の
基
礎
要

件
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
派
と
も

い
う
べ
き
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
、
地
域
社
会
内
の
個
人
間
の
信
頼
・
規
範

・
繋
が
り
の
総
和
）
の
考
え
9

は
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ

ャ
ー
に
非
常
に
親
和
的
で
あ
る
。た
だ
し
、こ
こ
で
の
繋
が
り
は
、
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日
本
や
非
西
欧
文
化
に
お
け
る
垂
直
的
な
関
係
で
は
な
く
、
自
律

し
た
個
人
間
同
士
の
水
平
的
で
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
関
係
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
。
国
家
や
地
方
行
政
に
お
け
る
「
統
制
」
原

理
、
市
場
経
済
に
よ
る
「
競
争
」
原
理
の
い
ず
れ
に
も
埋
没
し
な

い
、
自
発
的
か
つ
相
互
扶
助
的
な
「
友
愛
・
共
生
」
原
理
が
人
間

の
営
み
、
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
た
経
済
の
復
権
に
と
っ
て
必
須
だ

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
の
村
落
社
会
、
地
域
社
会
は
ア
メ
リ
カ
や
西
欧
の
そ
れ
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
そ
れ
は
優
劣
の
問
題
で
は
な
く
、
歴
史
的

に
異
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
国
家
や
市
場
か
ら
自
覚
的
に
距
離

を
置
こ
う
と
い
う
こ
の
「
市
民
性
」
と
い
う
概
念
は
、
欧
米
の
専

売
特
許
な
の
だ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
新
し
い

現
象
、
そ
れ
が
次
節
で
紹
介
す
る
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ

ー
で
あ
る
。

6

世
界
各
地
で
展
開
す
る
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
10

U
rban

agriculture,urban
horticulture,city

farm
ing,

urban
perm

aculture

と
呼
ば
れ
る
新
し
い
農
の
営
み
が
、
欧

米
先
進
国
、
開
発
途
上
国
の
双
方
の
大
都
市
の
内
部
で
広
ま
っ
て

い
る
。
直
訳
す
れ
ば
「
都
市
農
業
」
だ
が
、
都
市
計
画
区
域
内
の

生
産
緑
地
や
都
市
部
の
市
民
菜
園
を
想
起
さ
せ
る
こ
の
日
本
語

は
、
世
界
各
地
で
現
在
進
行
中
の
現
象
を
正
し
く
表
現
で
き
な

い
。
あ
え
て
、
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
表
記
す
る
。

ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
担
い
手
は
い
わ
ゆ
る
農
家
で

は
な
い
。
普
通
の
都
市
住
民
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
貧
困
層
の
人
々

も
含
ま
れ
て
い
る
。
趣
味
の
菜
園
で
も
な
い
。
人
々
の
生
存
戦
略

で
あ
り
、
安
全
安
心
な
食
料
を
可
能
な
限
り
自
分
の
手
で
自
給
し

よ
う
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
軍
門
に
下

っ
た
金
権
国
家
に
対
す
る
抗
い
で
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
市
民

が
道
路
や
線
路
際
、
自
治
体
・
企
業
の
空
地
、
建
物
の
屋
上
、
ビ

ル
の
中
（
垂
直
農
場
）、
自
宅
の
庭
な
ど
を
活
用
し
て
、
野
菜
や

小
家
畜
な
ど
の
「
農
業
」
を
行
う
活
動
を
さ
す
。
も
ち
ろ
ん
、
な

か
に
は
非
合
法
的
な
活
動
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ア
フ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
八
年
の
食
料
危
機
（
原
油
価
格
の
高

騰
、
新
興
国
の
肉
消
費
の
急
増
等
に
起
因
す
る
食
料
価
格
の
高

騰
）
以
来
増
加
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
セ
ネ
ガ
ル
の
首
都
ダ
カ
ー

ル
市
で
は
七
千
五
百
世
帯
が
、
マ
ラ
ウ
ィ
で
は
都
市
住
民
七
〇
万

人
が
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。ザ
ン
ビ
ア
の
都
市
低
所
得
層
に
は
、

年
間
農
産
物
販
売
額
二
三
〇
米
ド
ル
を
実
現
す
る
者
が
い
る
11

。

経
済
封
鎖
が
続
く
な
か
、
ソ
連
崩
壊
後
、
主
要
な
貿
易
パ
ー
ト
ナ

ー
を
失
っ
た
キ
ュ
ー
バ
で
、
都
市
有
機
農
業
が
世
界
に
先
駆
け
て

発
展
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
欧
米
先
進
国
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
縮
退
都
市
デ
ト
ロ
イ
ト
で
始
ま
っ
た
都
市
農

業
、『
都
市
を
耕
す
（Edible

C
ity

）』
と
い
う
映
画
に
も
な
っ

た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
取
組
み
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
や
ト
ロ
ン

食と農をめぐる新しい「市民的」潮流 ���������������������
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ト
な
ど
カ
ナ
ダ
の
大
都
市
圏
で
み
ら
れ
る
ス
ピ
ン
農
法
（Sm

all
Plot

Intensive
Farm

ing

）
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
フ
ー
ド
バ

ン
ク
活
動
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
12

。
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
近
郊
の
小
都
市
ト
ッ
ド
モ
ー
デ
ン
で
は
女
性
市
民
の
活
動

か
ら
始
ま
っ
た
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
市
内
食
料
完

全
自
給
政
策
を
掲
げ
る
ま
で
の
根
付
き
を
み
せ
て
い
る
。

以
上
、
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
食
料
価
格
の
高

騰
に
よ
り
低
所
得
層
が
食
料
を
購
入
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の

自
衛
手
段
と
し
て
、
安
全
安
心
な
食
料
を
確
実
な
方
法
で
調
達
す

る
手
段
（
究
極
の
地
産
地
消
）
と
し
て
、
空
洞
化
し
た
都
市
中
心

部
の
活
性
化
と
土
地
の
有
効
利
用
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
新
し
い
あ
り
方
（
貧
し
い
人
々
へ
の
食
料
供
給
、
非
行
少

年
の
就
労
の
場
、
農
作
業
を
通
じ
た
多
民
族
間
の
交
流
な
ど
）
と

し
て
、
新
し
い
形
態
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
等
々
、

自
給
的
な
も
の
か
ら
販
売
を
行
う
も
の
ま
で
多
様
な
展
開
が
み
ら

れ
る
。「
生
存
戦
略
」「
抗
い
」「
新
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
、
ア
ー
バ

ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
語
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
多
義
的
で
あ

る
。開

発
途
上
国
、
欧
米
先
進
国
、
社
会
主
義
国
と
い
う
政
治
経
済

的
文
脈
が
異
な
る
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
完
全
に
同

一
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
一
般
に
、
途
上
国
に
は
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
経
済
セ
ク
タ
ー
の
余
地
が
多
く
存
在
し
、
政
策
的
な
セ
イ

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
不
十
分
（
構
造
調
整
政
策
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

た
と
い
う
面
も
あ
る
）
で
あ
っ
て
も
、
草
の
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ

ベ
ル
で
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
復
元
力
、
耐
久
力
）
は
決
し
て
低
く

な
い
。
一
方
、
欧
米
先
進
国
社
会
に
お
い
て
も
、
貧
富
の
差
の
拡

大
は
深
刻
で
、
貧
困
は
ア
フ
リ
カ
途
上
国
の
専
売
特
許
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
な
か
、新
し
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
、

連
帯
経
済
の
芽
が
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
「
発

芽
」
し
て
き
て
い
る
。『
シ
テ
ィ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
』
の
著
者
、
コ

ッ
ク
ラ
ル
�
キ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
空
想
的
す

ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
つ
て
小
規
模
農
家
が
担
っ
て
い
た
役

割
を
、
今
で
は
都
市
農
業
や
家
庭
菜
園
が
引
き
継
ぎ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
え
る
13

」。

7

む
す
び
―
農
業
か
ら
「
農
」
へ

シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
に
み
る
食
と
農
の
ロ
ー
カ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
主
義
に
対
す
る
普
通
の
人
々
の
対
抗
的
実
践
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
農
政
論
や
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論
の
範
疇
を
は
る
か
に
超
え
て
、

政
治
と
は
何
か
、
公
共
性
と
は
何
か
、
市
民
と
は
誰
か
を
私
た
ち

に
問
う
。

一
九
八
〇
年
代
初
頭
、
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
南
部
メ
キ
シ
コ
の
Ｕ
Ｃ

Ｉ
Ｒ
Ｉ
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
組
合
を
訪
問
し
「
ど
ん
な
支
援
が
必
要

か
」
と
訪
ね
た
。
一
日
一
ド
ル
に
も
満
た
な
い
生
活
水
準
に
あ
っ

た
先
住
民
族
の
小
農
た
ち
は
「
援
助
は
い
ら
な
い
、
我
々
は
物
乞

��������������������� 食と農をめぐる新しい「市民的」潮流
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い
で
は
な
い
」
と
答
え
た
。
国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
ラ
ベ
ル

は
こ
の
や
り
と
り
か
ら
始
ま
っ
た
14

。
現
在
、
同
組
合
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は「
我
々
は
抗
議
し
続
け
る
が
、
同
時
に
、
提
案
し
続
け
る
」

で
あ
る
15

。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
貧
農
の
提
案
か
ら
始
ま
っ
た
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
欧
米
の
み
な
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
の
農
村
や
都
市

の
普
通
の
人
々
（
�
貧
困
層
）
の
生
存
戦
略
で
あ
り
「
代
案
」
で

も
あ
る
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
そ
し
て
、
金
権
政
治

に
乗
っ
取
ら
れ
た
感
の
あ
る「
格
差
大
国
」ア
メ
リ
カ
の
消
費
者
と

小
規
模
生
産
者
と
の
連
帯
と
も
い
え
る
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
。
も
は
や
、
食
料
生
産
は
農
家
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

ま
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
専
有
物
で
は
な
い
。「
代
案
」
と

は
、
自
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
、
食
と
農
を
地
域
に
取
り
戻
す
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
農
業
で
な
く
「
農
」
へ
の
回
帰
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
今
般
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
某
与
党
の
明
白
な
「
裏
切

り
」
を
事
実
上
容
認
し
て
き
た
感
が
あ
る
日
本
の
「
農
業
者
」
諸

団
体
の
有
様
は
何
だ
ろ
う
か
。
代
案
も
示
さ
ず
、
シ
ー
ル
ズ
の
よ

う
な
体
を
張
っ
た
抗
議
も
し
な
い
。
も
し
、
彼
ら
の
一
部
が
ロ
ー

カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
あ
る
い
は
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
費
な
る
も

の
の
配
分
の
皮
算
用
を
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
、
ア
フ
リ
カ
の
農
民
と
一
般
大
衆
は
、
そ
う
い
う
行
為
を
「
物

乞
い
」
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
誇
り
と
尊
厳
は
あ
る
の
か
。

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
上
記
で
述
べ
た
国
々

は
、
食
と
生
存
と
い
う
次
元
に
お
い
て
「
人
間
の
安
全
保
障
」
が

崩
壊
し
、
既
に
一
線
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
生
存
戦
略

と
し
て
の
「
代
案
」
が
必
然
的
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
点
、
日
本
は

ま
だ
ま
だ
恵
ま
れ
て
お
り
、
健
全
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
だ
。
で

は
、
一
九
九
〇
年
代
の
Ｕ
Ｒ
対
策
費
の
政
策
評
価
は
、
果
た
し
て

ど
の
程
度
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
現
場
に
ど
れ
だ
け
フ
イ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
た
の
か
。
所
詮
「
金
の
力
」
で
黙
ら
せ
る
、
な
だ
め
る

た
め
の
政
治
的
取
引
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
末
期

的
」
と
形
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
話
だ
が
、
末
期
的
な
の
は
政
治
家

や
役
人
だ
け
で
な
く
、
衆
愚
化
し
つ
つ
あ
る
私
た
ち
「
大
衆
」
そ

の
も
の
で
は
な
い
か
。
以
上
、
批
判
を
承
知
の
上
で
の
（
本
稿
執

筆
中
の
五
月
時
点
の
）
私
見
で
あ
る
。

筆
者
は
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
ア
ー
バ
ン
・
ア
グ

リ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
日
本
に
本
格
的
に
根
付
く
可
能
性
、
広
範
な
社

会
現
象
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
正
直
に
言
っ
て
悲
観
的
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の
日
本
社
会
に
そ
れ
だ
け
の
「
民
度
」

が
満
ち
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
個
人

や
団
体
は
各
地
に
存
在
す
る
に
違
い
な
い
。
願
わ
く
ば
、
上
記
で

み
た
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
取
組
み
が
、
国
の
補

助
事
業
の
対
象
と
し
て
安
直
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
さ

や
か
な
歩
み
と
し
て
、
廃
墟
の
傍
ら
で
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
野
花
の

よ
う
に
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
少
数
の
食
料
市
民
・
市
民
的
農
業

者
の
手
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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1

北
野
収
（
二
〇
〇
八
）『
南
部
メ
キ
シ
コ
の
内
発
的
発
展
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
』
勁
草
書
房
、
第
三
章
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ

フ
ー
ド
ソ
ブ
リ
ニ
テ
ィ

ョ
ン
は
一
見
無
関
係
に
思
え
る
事
柄
だ
が
、「
食
料
主
権
」
と
い
う

観
点
か
ら
は
き
わ
め
て
親
和
的
で
あ
る
。
食
料
主
権
と
は
「
人
々
が

自
分
た
ち
の
食
料
・
農
業
を
定
義
す
る
権
利
で
あ
り
、
持
続
可
能
な

発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
地
域
内
の
農
業
生
産
及
び
貿
易
を
よ
い
状

態
に
す
る
こ
と
、
ど
の
程
度
の
自
律
を
保
つ
か
を
決
定
す
る
こ
と
、

市
場
に
生
産
物
を
投
入
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
」（
西
川
芳
昭

（
二
〇
一
三
）「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
食
料
主
権
運
動
か
ら
学
ぶ
社
会

の
持
続
可
能
性
を
作
る
仕
組
み
」
伊
佐
淳
ほ
か
編
『
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
【
グ
ロ
ー
カ
ル
編
】』
創
成
社
）
で
あ
り
、
国
際
農
民
運

動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
。

2

Lyson,
T
hom
as
A
.(2004)

C
IV
IC

A
G
R
IC
U
LT
U
R
E
:

R
econnecting

F
arm
,
F
ood,

and
C
om
m
unity,

T
ufts

U

niversity
Press .

北
野
収
訳
（
二
〇
一
一
）『
シ
ビ
ッ
ク
ア
グ
リ

カ
ル
チ
ャ
ー
：
食
と
農
を
地
域
に
と
り
も
ど
す
』
農
林
統
計
出
版
。

ｉ
ペ
ー
ジ
。

3

Lyson

前
掲
書
、
第
二
章
。

4

内
山
哲
朗
（
二
〇
〇
五
）「
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
「
生
の
充
足
」
論
」

原
田
博
夫
編
『
人
と
時
代
と
経
済
学
』
専
修
大
学
出
版
局
、
一
七
九

〜
二
四
五
ペ
ー
ジ
。

5

Lyson

前
掲
書
、
第
五
章
、
第
六
章
、
解
説
。

6

R
ay,
P.H
.and

S.R
.A
nderson

（2001

）Cultural
C
riatives,

B
roadw

ay
B
ook.

7

Lyson

前
掲
書
、
ⅱ
ペ
ー
ジ
。

8

Food,
A
griculture,

C
onservation,

and
T
rade

A
ct
of
1990

(FA
C
T
A
),
Public

Law
101
-624,

T
itle
X
V
I,
Subtitle

A
,

Section
1603

W
ashington

D
.C
.:
G
overnm

ent
Printing

O
ffice, 1990

）。（
訳
注
：
日
本
語
訳
は
、
矢
口
克
也
「
社
会
を
支

え
る
「
持
続
可
能
な
農
業
」
の
展
開
」『
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

―
総
合
調
査
報
告
書
』
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
、

一
四
五
〜
一
五
八
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
九
年
の
一
五
一
ペ
ー
ジ
か
ら
再

引
用
。）

9

Putnum
,
R
.D
.(1992)

M
aking

D
em
ocracy

W
ork,

Prin

ceton
U
niversity

Press.

河
田
潤
一
訳
（
二
〇
〇
一
）『
哲
学
す

る
民
主
主
義
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
。

10

ア
ー
バ
ン
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
す
る
文
献
は
少
な
く
な

い
。
以
下
は
例
で
あ
る
。
工
藤
律
子
（
二
〇
一
六
）『
ル
ポ

雇
用

な
し
で
生
き
る
：
ス
ペ
イ
ン
発
「
も
う
ひ
と
つ
の
生
き
方
」
へ
の
挑

戦
』
岩
波
書
店
、
二
村
太
郎
（
二
〇
一
五
）「
人
口
減
少
下
の
デ
ト

ロ
イ
ト
に
お
け
る
都
市
農
業
の
発
展
と
そ
の
課
題
」『
同
志
社
ア
メ

リ
カ
研
究
』（
五
一
）
四
七
〜
六
五
ペ
ー
ジ
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
コ

ッ
ク
ラ
ル
�
キ
ン
グ
（
二
〇
一
四
）『
シ
テ
ィ
フ
ァ
ー
マ
ー
：
世
界

の
都
市
で
始
ま
る
食
料
自
給
革
命
』
白
水
社
、P.

W
arhurst

and

��������������������� 食と農をめぐる新しい「市民的」潮流
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J.
D
obson

（2014

）Incredible!
Plant

V
eg,

G
row

a
R

evolution,
M
atador.

矢
作
弘
（
二
〇
一
二
）「「
緑
の
デ
ト
ロ
イ

ト
」
と
し
て
再
生
を
目
指
す
：
都
市
農
／
農
業
の
展
開
」『
地
域
開

発
』（
五
六
九
）
三
五
〜
三
九
ペ
ー
ジ
、
吉
田
太
郎
（
二
〇
〇
二
）『
二

○
○
万
都
市
が
有
機
野
菜
で
自
給
で
き
る
わ
け
：
都
市
農
業
大
国
キ

ュ
ー
バ
・
リ
ポ
ー
ト
』
築
地
書
館
な
ど
。

11

FA
O
(2012)

G
row
ing
G
reener

C
ities

in
A
frica,

FA
O

Program
m
e
for
U
rban

and
Peri-U

rban
H
orticulture.

12

コ
ッ
ク
ラ
ル
�
キ
ン
グ
（
前
掲
書
）、
第
九
章
、
第
十
章
。

13

コ
ッ
ク
ラ
ル
�
キ
ン
グ
（
前
掲
書
）、
二
八
八
ペ
ー
ジ
。

14

北
野
収
（
前
掲
書
）、
九
九
ペ
ー
ジ
。
語
句
一
部
修
正
。

15

V
an
der
H
off,

F.
B
.

（2008

）M
A
N
IF
E
ST
O
O
F
T
H

E
PO
O
R
:
Solutions

C
om
e
from

B
elow
,
Perm

anent
Publications.

北
野
収
訳
（
二
〇
一
六
）『
貧
し
い
人
々
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト

：

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
思
想
』
創
成
社
。

食と農をめぐる新しい「市民的」潮流 ���������������������

３９


